
Step1

空白と直接対応する主語が

Step2

空白の前に不定詞のtoが

Step3

空白の前にbe動詞が

Step4

選択肢に「be動詞+過去分詞形」が

Step5

空白の前にhave/has/hadが

Step6

選択肢に「have/has/had+過去分詞形」が

Step7

空白はthat節内にあり、かつthat節直前の動詞
がrequire, insist, suggest等に該当するか(注4)

Step8

文全体は仮定の状況について述べている

Step9

空白の前に助動詞が

Step10

空白の箇所は未来について述べている

Step11

空白の箇所は過去について述べている

Step12

主語は三人称の単数形である

Part.5 動詞問題

・命令形
・分詞
・動名詞
いずれかの選
択肢が答え

動詞の原形の選択
肢が答え(注1)

・-ing形
・過去分詞形
・being+過去分詞形
・to不定詞
・その他(注2)
いずれかの選択肢が答え

その選択肢で意味が通れば
正解。それ以外はStep5へ

・過去分詞形
・been+過去分詞形
・been+-ing形
・その他(注3)
のいずれかの選択肢が答え

その選択肢で意味が通れば正解。
それ以外はStep7へ

仮定法に対応する
選択肢が答え

動詞の原形の選択肢が答え

・助動詞+動詞
・be動詞+-ing形
・動詞の現在形
のいずれかの選択肢が答え

・動詞の現在形(三単現のsあり)
・be動詞+-ing形
のいずれかの選択肢が正解

・動詞の現在形(三単現のsなし)
・be動詞+-ing形
のいずれかの選択肢が正解

・過去形
・過去進行形
・過去完了形
のいずれかの選択肢が答え

ある

ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

ある ない

する

はい いいえ

ある ない

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

しない
注1: Step2では、稀にbe+-ing, be+過去分詞形, have+過去分詞形が正解になることも
注2: Step3の「その他」は、名詞・形容詞・副詞など、動詞以外の要素が問われる場合
注3: Step5の「その他」は、名詞・形容詞・副詞など、動詞以外の要素が問われる場合
注4: Step7の一部動詞はask、demand、request、desire、propose、suggest、require、
insistなど、「まだ行われていない行為を要求する」ニュアンスを持った動詞

・動詞の原形
・be+過去分詞形
のいずれかの選択肢が答え
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